
分げつ期の温度

6月上旬から中旬は、水稲の生育期節は分げつ期に相当します。
温度はこの期間の茎数や草丈、養分吸収等の量的拡大に関係し、この下限は
12℃程度で、この温度より高いほど生育が促進され、低いと生育が停止します。
この期間の水田温度は、茎葉による植被が少ないこともあり、
日射量に対応して急速に高まり、夜間には放射により低下することから、
しばしば用水温より低い場合があるものの、気温よりは高く経過します。
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